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施  術  前  の  お  願  い

薬剤使用時の

事前確認について

製品本来の性能を最大限に引き出すために。

施術前の確認から、仕上がりと再現性が変わります。

F O R   P R O F E S S I O N A L   S T Y L I S TS 技術講習資料



0 2     /     P U R P O S E

事前確認の

目的
薬剤は、レシピ通りに扱ってこそ

本来の性能を発揮します。

施術の一つひとつに確かな根拠を。事前のひと手間が、仕

上がりの質と再現性を支えています。確認は手間ではな

く、品質そのものです。



0 3     /     D E S I G N

製品設計の考え方

01

薬剤ごとの特性

一剤ごとに役割と作用が設計されていま

す。その個性を理解することが第一歩で

す。

02

配合バランス

組み合わせと比率まで含めて最適

化。レシピはその設計図そのもので

す。

03

再現性の設計

誰が扱っても同じ結果へ。安定した仕上

がりを前提に組まれています。



0 4     /     R I S K

確認を

怠ったとき

レシピを確認しないまま施術を行う

と、起こりうること。

① 本来の効果が発揮されない

設計された性能を引き出せないまま施術が進みます。

② 仕上がりにばらつきが出る

狙った質感や色味から離れ、期待に届かないことがあります。

③ 再現性が損なわれる

次回も同じ結果を、が難しくなり信頼に影響します。



0 5     /     S T E P S

施術前の3つの確認

1
オープンチャット

最新のお知らせや注意事項を確認。共

有された情報に目を通します。

2
最新のレシピ

薬剤の配合・手順を最新版で確認。古

い情報のままにしません。

3
施術へ

確認を終えてはじめて施術へ。確かな

根拠を持って臨みます。



0 6     /     V A L U E

事前のひと手間が、

お客様への確かな価値になる。

高品質な技術

設計された性能を、そのままお客様へ

安定した結果

いつ来ても変わらない仕上がりと信頼



0 7     /     L E A R N

講習会の

ご案内

薬剤への理解をさらに深め、技術力の向上へ。理

論から実践まで、詳しくお伝えしています。ぜひ

ご活用ください。

理論 薬剤の特性と配合の考え方を体系的に

実践 レシピを活かす手技と再現のコツを実演

で

相談 日々の疑問やご質問にいつでもお応えし

ます



T  O  G  E  T  H  E  R

ともに、より良い技術と

価値を創り上げていく。

ご不明な点やご質問がございましたら、いつでもお気軽にご相談

ください。皆さまとご一緒できることを楽しみにしております。


